
警戒レベル 避難行動など 避難情報 備考

警戒レベル１ 防災気象情報の最新情報に注意するな
ど、災害への心構えを高める。 早期注意情報

気象庁が発表
警戒レベル２ ハザードマップなどにより自らの避難

行動を再確認する。
洪水注意報
大雨注意報

警戒レベル３ 避難に時間を要する人は避難
そのほかの人は避難準備 避難準備・高齢者等避難開始

市町村が発令警戒レベル４ 全員避難 避難勧告
避難指示（緊急）

警戒レベル５ 既に災害が発生している状況。命を守
るための最善の行動をとる。 災害発生情報

風水害への備え
迷わず速やかに命を守る行動を

災害について知る

避難所・危険箇所の確認

警戒レベル４で全員避難

非常用持出品の準備

　昨年は、西日本各地に甚大な被害をもたらした「平成30年 7 月豪雨」を始め、台風21号や台風24号など、多く
の風水害が発生しました。台風24号では市内でも建物の損壊や長時間にわたる停電などの被害が発生しています。
これから風水害が多く発生する季節となります。台風や豪雨による災害の発生が想定される中、防災・減災のた
めには、日ごろからの備えが大切となります。「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、身近な危険箇所や最
寄りの避難場所などを改めて確認するなど、災害への備えをお願いします。

　土砂災害は、主に降雨や地震の揺れにより発生しま
す。市内で想定される土砂災害には、「急傾斜地の崩壊」
や「土石流」などがあります。

　全戸に配布している「土浦市土砂災害避難地図」や
「土浦市洪水ハザードマップ」で、避難所や周辺の「土
砂災害警戒区域」、「洪水浸水想定区域」などの危険箇所
を確認しましょう。そして、避難所までの安全な避難
経路も考えておきましょう。土浦市土砂災害避難地図、
土浦市洪水ハザードマップは、危機管理室に
設置しているほか、ホームページでも公開し
ています。

　避難勧告等に関する国の指針の改定があり、今後、災害発生の危険度に応じて「警戒レベル」で避難行動
を呼びかけます。警戒レベル３・４が発令された場合には、速やかに安全な場所へ避難してください。

※１　地域の状況に応じて緊急的または重ねて避難を促す場合に発令
※２　災害が発生していることを把握した場合に可能な範囲で発令

※１

※２

　いつでも避難できるよう、チェックリストを参考に、
非常用持ち出し品を準備し、定期的に中身の確認をし
ましょう。

急傾斜地の崩壊
雨や地震の影響で、急激に斜面が崩れ落ちる現象。

【前兆現象】　
・崖から水が湧き出る　・崖に亀裂ができるなど

土石流

【前兆現象】
・川の水が濁り、流木が混ざり始めるなど

山や川の土砂が、水と一緒に激しく流れ下る現象。

問危機管理室（☎826‐1111　内線2292）

!

情報の収集
　気象庁が台風や大雨の予報を「防災気象情報」として
テレビ、ラジオやホームページで発表しています。ま
た、市では「安心・安全情報メール」や「防災行政無線」
で大雨洪水警報や土砂災害警戒情報などの災害情報・
避難情報を発信しています。

防災行政無線
放送内容は電話やホームページでも確認できます。
●防災行政無線テレフォンサービス（☎0120‐826113）

安心・安全情報メール
災害などの情報をメールで配信。ホーム
ページまたは右の二次元バーコードから登録。

□携帯ラジオ
□懐中電灯
□医療品
□お薬手帳

□飲料水
□食料品
□ロープ
□軍手

□現金・貴重品
□下着類
□マスク
□雨具　　 など

非常時の基本持ち出し品チェックリスト
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